
し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
日
々
の
健
康
状
態
を
含

め
何
で
も
相
談
で
き
、
病
状
が
重
症
化
す
る
こ
と
な
く
、

適
切
な
医
療
の
提
供
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

最
近
で
は
、
大
学
病
院
へ
の
軽
症
患
者
の
時
間
外
受
診

が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
休
日
や
夜
間
に
安
易
に
自
治
医
大
附
属
病
院
や
獨

協
医
大
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
は
、
第
三
次
救
急
医
療
施

設
と
し
て
の
機
能
が
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
、
初
期
救
急
医
療
施
設
で
あ
る
宇
都
宮
市
夜
間
休
日

救
急
診
療
所
へ
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

お
子
様
の
急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
心
配
な
時
は
「
と
ち
ぎ

子
ど
も
救
急
電
話
相
談
」

な
ど
も
有
効
に
活
用
し
、

受
診
の
際
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

受
診
に
際
し
て
は
、
緊

急
性
の
高
い
病
気
や
ケ
ガ

以
外
は
、
自
家
用
車
や
タ

ク
シ
ー
で
の
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

2広報かみのかわ　19.9.1

特 
集 
も
し
も
の
時
の
救
急
車
の
利
用
法
を
考
え
よ
う

9
月
9
日
は
救
急
の
日
！

「
と
ち
ぎ
子
ど
も
救
急
電
話
相
談
」

1
０
２
８
（
６
０
０
）
０
０
９
９

午
後
７
時
〜
午
前
11
時
（
毎
日
）

※
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
場
合
は
、
局
番
な
し
の
♯
８
０
０
０

で
利
用
で
き
ま
す
。

9
月
9
日
は
、
救
急
の
日
で
す
。
全
国
的
に
救
急
車

の
利
用
が
増
加
し
て
お
り
、
本
来
重
病
患
者
や
重
傷
者

を
搬
送
す
る
た
め
の
救
急
車
が
安
易
に
利
用
さ
れ
る
た

め
、
助
か
る
命
が
助
か
ら
な
い
実
情
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
本
町
の
救
急
医
療
の
特
性
を
理
解
し
、
も
し
も

の
時
の
救
急
車
の
利
用
法
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

も
し
も
の
時
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

現
在
の
町
の
救
急
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宇
都
宮
市

が
設
置
運
営
す
る
「
宇
都
宮
市
夜
間
休
日
救
急
診
療
所
」

へ
委
託
を
す
る
こ
と
で
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

「
宇
都
宮
市
夜
間
休
日
救
急
診
療
所
」
で
は
、
主
に
軽

症
患
者
を
対
象
と
し
た
初
期
救
急
に
対
し
て
、
休
日
の
昼

間
及
び
休
日
・
平
日
の
夜
間
も
翌
朝
午
前
７
時
ま
で
受
付

を
し
て
お
り
、
会
計
も
即
時
精
算
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

目
的
は
救
急
診
療
の
た
め
、
投
薬
等
は
最
低
限
の
処
方
と

な
り
ま
す
の
で
、
翌
日
に
か
か
り
つ
け
医
へ
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

初
期
救
急
で
入
院
治
療
が
必
要
な
重
症
患
者
に
対
し
て

は
、
二
次
救
急
医
療
体
制
と
し
て
３
病
院
が
輪
番
で
病
床

を
確
保
し
、
初
期
救
急
か
ら
の
受
け
入
れ
に
備
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
主
に
複
数
の
診
療
科
に
わ
た
る
重
篤
患
者

を
対
象
と
し
た
、
第
三
次
救
急
医
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
内
５
か
所
の
病
院
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

初期救急医療体制 二次救急医療体制 三次救急医療体制 

主に軽症患者を対象とします。 
主に初期救急で入院治療を 

必要とする重症患者を対象 

とします。 主に複数の診療科にわたる重篤救急患 

者を対象とします。 

※輪番制 

休日の昼間 休日の昼間 休日の昼間 

午前９時～ 

午後５時 

午後７時３０分～ 

翌日午前７時 

午後７時３０分～ 

翌日午前７時 

宇都宮市夜間休日救急診療所 

（内科・小児科･歯科） 

℡０２８（６２５）２２１１ 

※歯科のみ夜間は午前０時まで 

・独立行政法人国立病院機構 

　国立栃木病院 

 

・済生会宇都宮病院 

 

・宇都宮社会保険病院 

・足利赤十字病院救命救急センター 

・大田原赤十字病院救命救急センター 

・獨協医科大学病院救命救急センター 

・自治医科大学病院附属救命救急センター 

・栃木県救命救急センター 

（済生会宇都宮病院併設） 



正
し
い
救
急
車
利
用
を

石
橋
地
区
消
防
組
合
に
は
、
平
成
18
年
に
３
、
３
６
８

件
（
人
員
３
、
１
８
３
名
）
の
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。

（
１
日
平
均
約
9.2
件
の
出
動
）

町
だ
け
の
出
動
で
も
768
件
と
管
内
の
約
23
％
を
占
め
て

お
り
、
出
動
件
数
が
多
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
を
、
救
急
搬
送
傷
病
程
度
別
に
見
る
と
、

・
重
症
（
完
治
ま
で
に
１
か
月
以
上
か
か
る
も
の
）

13
％

・
中
等
症
（
完
治
ま
で
に
２
、
３
週
間
か
か
る
も
の
）

38
％

・
軽
症
（
完
治
ま
で
に
１
週
間
の
も
の
）

47
％

・
死
亡
、
そ
の
他

2
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
は
重
症
者
を
搬
送
す
べ
き
救
急
車
が
、
中
等
症
、

軽
症
を
多
く
搬
送
し
て
お
り
、
危
篤
や
重
篤
患
者
が
発
生

し
た
時
に
、
最
寄
り
の
救
急
車
が
出
動
し
て
い
る
場
合
に

は
、
遠
く
離
れ
た
他
の
区
域
の
救
急
車
が
出
動
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
に
正
し
い
救
急
車
の
利
用
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
緊
急
性
の
高
い
病
気
、ケ
ガ
や
事
故
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
軽
い
症
状
の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
で
病
院
に
行

き
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
呼
び
方

◆
電
話
の
か
け
方

局
番
な
し
の
1
1
9
番
を
か
け
、
あ
わ
て
ず
左
記
の
こ

と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
通
報
は
1
%6
６
８
５
３
（
消
防
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
﹇
石
橋
消
防
本
部
通
信
指
令
課
﹈
ま
で
）

①
「
救
急
で
す
。」と
言
い
、
連
絡
者
の
氏
名
と
電
話
番
号
。

②
所
在
（
救
急
車
に
き
て
も
ら
う
場
所
）
と
、
目
印
と
な

る
も
の
。

③
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
う

な
っ
た
か
、
現
在
の
容
態
。
患
者
さ
ん
の
性
別
、
年
齢
な

ど
。

④
救
急
電
話
を
か
け
る
ま
で
の
応
急
手
当
の
内
容
を
伝
え

た
う
え
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
に
や
っ
て
お
く
こ
と
の
指

示
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

・
指
示
さ
れ
た
応
急
手
当
を
、
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
救
急
電
話
で
連
絡
し
た
目
印
と
な
る
も
の
（
場
所
）
ま

で
、
救
急
車
の
出
迎
え
と
誘
導
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
救
急
車
が
到
着
し
た
ら

・
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
患
者
さ
ん
の
容
態
と
、

行
っ
た
応
急
手
当
の
内
容
を
伝
え
、
患
者
さ
ん
に
持
病

が
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
病
名
を
伝
え
る
。

・
患
者
さ
ん
の
家
族
、
事
故
の
目
撃
者
は
、
救
急
隊
員
に

同
行
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
従
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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特集 

宇都宮市夜間休日救急診療所を
利用した人の声

休日に、高熱が出てしまい、救命救急センタ
ーへ受診しましたが、受診までに１時間、受診
してから請求書をもらうまでに１時間かかりま
した。しかし、宇都宮市夜間休日救急診療所で
受診した際には、受付してからあまり待たずに
受診でき、お医者さんから「１日分のお薬を出
しておくので、休み明けにかかりつけ医を受診
してください。」と言葉をかけられました。しか
も診療代を支払って、移動時間も含めて約１時
間程でした。一番良いのは風邪を引かない体作
りですが、待ち時間や支払いのことを考えても、
宇都宮市夜間休日救急診療所で受診した方が良
いと思います。【匿名】

→ ← 

↓ 

↓ 

↓ 
救急車の利用の仕方 

緊急性の高い病気、ケガ 
・呼吸、心臓が止まっている 
・激しい頭痛、胸痛、腹痛 
・突然倒れ、呼びかけても反応がない 
・広範囲のヤケド 
・交通事故などの大きなケガ 
・骨折して動けない 
・大量出血した　など 

119番通報 
通報をした際には、下記のようなことを確認しておいてください 
　　　①救急隊到着までの容態の変化 
　　　②応急手当の内容 
　　　③持病があれば病名、かかりつけの病院及び主治医名 

軽い症状の場合 
風邪をひいた 
手や足をすりむいた 
歯が痛い 
首を寝違えた 

・平日の受診時間は… 
　　かかりつけ医へ 
・休日・祝祭日・夜間は… 
　　宇都宮市 
　　夜間休日救急診療所へ 

落ち着いて判断する 

病気、ケガ、事故等 



心
肺
停
止
…

即
対
応
と
い
う
と
き
に

町
で
は
、
町
内
施
設
17
か
所
に
自
動
対

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
配
備
し
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
筋
梗
塞
な
ど
に
よ
る
心

停
止
の
際
に
、
異
常
な
細
か
い
動
き
を
す

る
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
通
常

の
リ
ズ
ム
の
動
き
を
取
り
戻
す
装
置
で
す
。

町
で
は
、
各
施
設
に
配
備
し
た
も
の
以
外
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
貸
し
出
し
用
と
し

て
１
台
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
さ
れ
る
際
に
は
、
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係
（
1
%6
９
１
３
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
上
三
川
分
署
で
も
、
救
急
車
に
１
台
、
事
務
所
に
１
台
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
な
た
で
も
使
用
で
き
ま
す
が
、
心
肺
蘇
生
法
を
受
講
す
る
と
、
よ
り
効
果

的
で
安
全
に
使
用
で
き
ま
す
。
講
習
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
上
三

川
分
署（
1
%6
２
５
６
４
）で
受
付
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
＝

石
橋
地
区
消
防
組
合
上
三
川
分
署

1
%6
２
５
６
４

健
康
福
祉
課
　
健
康
増
進
係

1
%6
９
１
３
２
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配　備　施　設 

老 人福祉センター 

設置台数 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

7 

3 

1 

2

農村環境改善センター 

体 育 セ ン タ ー 

中 央 公 民 館 

図 　 　 書 　 　 館 

小 　 　 学 　 　 校 

中 　 　 学 　 　 校 

上 三 川 町 庁 舎 

上 三 川 分 署 

保 健 セ ン タ ー 
（貸し出し用含む） 

坂上小学校での普通救命講習会

救急救命士に聞きました
本来救急車は、交通事故や災害等によるけが人を搬送するためにできたものですが、

近年急病の搬送にも使われることが多くなってきました。
多くの事故現場などを経験してきて、事故によるケガの程度が判別できるようにな

りました。しかし、軽傷・軽度の急病など患者さんにも対応しなければならないため、
軽傷・軽度の患者さんを搬送している間に、重傷者の救急搬送がある場合には、他の
消防署から救急車を出動させることになり、
１分１秒を争う人命が助からない可能性があ
ります。
できる限り、軽傷・軽度の急病を発症した

場合には、かかりつけ医に受診していただく
か、夜間や休日であれば、宇都宮市夜間休日
救急診療所へ受診していただけると非常にあ
りがたいと思います。
高齢者を面倒見ている人たちから、「普段

と様子が違うので119番通報をしました。」と
いう通報も多いので、まずは、かかりつけ医
と相談していただくのも一つの手段です。
また、大学病院がかかりつけ医という人た

ちも多いので、できる限り近くの開業医さん
をかかりつけ医としてもっていただくと、自
分の体の自己管理もしやすく、急病時の救急
搬送件数も減らすことが可能ですので、ご協
力いただけるとありがたいです。

石橋地区消防組合石橋消防署
上三川分署　石島英明　救急救命士


